
道民カレッジ連携講座（教養コース１単位） 

 【申込方法】往復ハガキ、ＦＡＸ、メール ※下記事項を記載してお申込みください。 

  ①住所 ②氏名（フリガナ） ③年齢 ④電話番号 ⑤道民カレッジ受講者は「道カレ手帳番号」を記入 
   ※往復ハガキの場合は、返信用あて先にご自分の住所と氏名をご記入ください。※申込受付後に、受講についてのご連絡をいたします。 

 【申込締切】１１月２５日(火)必着 

 
 
【申込･問い合わせ先】 
    〒062-8520 札幌市豊平区西岡３条７丁目３－１  
       札幌大学 インターコミュニケーションセンター（ＳＵＩＣＣ：スイック）『時計台フォーラム』担当宛て 
      メール：suicc@ofc.sapporo-u.ac.jp ＦＡＸ：８５６－８２６８ 電 話：８５２－９１３８  

講 師：高 宮 広 土 
     （札幌大学 地域共創学群 教授） 
 

日 時：平成２６年１１月２７日（木） 
     １８：３０～２０：００（開場１８：００） 

 

会 場：札幌市時計台 ２階ホール 
     （中央区北１西２） 

 

定 員：８０人（先着）※受講料無料 

◆ 講演概要 ◆  
 

 北海道と反対の日本列島最西南端に位置する沖縄。その沖縄の先史時代にはピラミッドのような

世界遺産は存在しないし、北海道や東北の縄文遺跡のような世界遺産となる可能性のある遺跡もな

い。しかしながら、世界的なレベルで「島（島嶼環境）と人間集団」という視点からみると、世界

的に大変珍しい文化現象があったことが判明しつつある。簡単に述べると「旧石器時代にヒト

（Homo sapiens）がいた島」「狩猟採集民のいた島」「狩猟採集から農耕への変遷のあった島」

「狩猟採集のバンド社会から国が成立した島」「人間集団による島嶼環境への影響が最小限であっ

た島」である。世界的にみるとそれぞれ一つでも珍しいのだが、それが５つもあったことは「奇

跡」に近いかもしれない。                         主催：札幌大学 

～奇跡の島々(？)     
  先史時代のおきなわ～ 

紹介：専門は先史人類学。琉球列島におけるヒトの適
応過程を研究。主な著書に『マヤ・アンデス・琉球 
環境考古学で読み解く「敗者の文明」』（朝日選書 
2014）など 

科学研究費補助金 新学術領域研究（平成21〜25年

度）『環太平洋の環境文明史』「琉球列島先史・原史
時代における環境と文化の変遷に関する実証的研究」
研究代表者 

 


